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資　料

『揚子江』記事総目録（2）

金　丸　裕　一
乾　　　暢　起

はしがき

１．この目録は，戦時期に刊行された日本語雑誌『揚子江』の総目録である。
２．採録にあたって，雑誌の原物にあたり記事名と頁数を確認しているが，ごく稀に実物を参照
できなかったものもある。その場合は，情報源について目録中に記した。
３．記事名・人名等の表記は旧字体のままとした。
４．解題・所在場所紹介などは，最終回に附す。

第３巻第１號（1940年１月，通算16號）

［口繪］
表紙／高澤圭一
（廣吿）第一生命保險相互會社
目次
（廣吿）王子製紙株式會社
（グラフ）陣中のお正月
（グラフ）中支方面御覗察の閑院宮載仁親王殿下
（グラフ）演劇的宣撫遠東劇團の劇
（グラフ）上海同文書院學生の猛敎練ぶり
（グラフ）早くも平和が訪れた
扉・上海にて／生田花世
挿畫／坂口英一，矢野時基，佐賀久智，喜多内藏
［記事］
揚子江時評／一城龍彦／10
新秩序をめぐる諸問題／平貞藏／12
中支に於ける糧食問題の將來／工藤幸劍／18
中支に於ける葉煙草の現狀／共盛煙公司専務・天野八郎／23

（　　）
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立命館経済学65巻３号―四校　Ａ

維新政府公報／27
中支那に於ける電氣通信政策／華中電氣通信株式會社・山根重次／28
（廣吿）華興商業銀行／37
汪政權成立への決定的問題／富田淸之助／38
（廣吿）『黎明の松籟』／41
轉換せんとする中支の政治經濟／立石峻／42
新中央政權と華僑の重要性／田中武／48
短歌欄／選・吉植庄亮／53
揚子江發電論／栗原忠三／54
近來的南京狀況／南京特派員・HO生／56
遠東劇團について／遠東劇團演出監督遠東劇團編輯・辛星／58
隱然たる大勢力を持つ世界紅卍字會／北田正三／60
太湖／西晴雲／68
華中映畫界の現狀／最上庄吉／70
俳句欄／選・渡邊水巴／73
支那風土記／小谷冠櫻／74
漫談的中庸の檢討／内山完造／81
津浦線北上記／會津甚作／82
飛行機上の幻想／吉植庄亮／84
女の見た上海の顏／生田花世／87
川柳道場／選・柳三門／89
怖るべき抗日テロ團“藍衣社”の全貌を衝く／警視廳官房主事・坂信彌／90
特輯・中支の產鹽報吿本社調查部
中支の產鹽狀況／97
鹽の秕政／97
兩淮鹽に就いて／97
中支最近の需給狀態／98
七公司の產鹽數量統計／99
海南島の產鹽に就て／99
素描“南京”風景／高澤圭一／100
抗戰の鞭に喘ぐ中國農民兵を暴露す／趙樹人（仮名）／102
北伐以前㈧／李奇零／105
殘羽／王石子／110
繰返された中國共產黨の脱黨者列傳／安地共三／114
程老伯／汪家祇／118
老酒／秋禮種／121
失はれた桃源境／池上龍雄／122
笑不笑由你／122

（　　）
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袖珍聊齋志異㈦／鷲屋不知庵／124
時事漫畫／馬午／125
インターナショナルソナタ⑵／鳳唐兒／126
呑氣大人／長江きよし／128
（廣吿）『遺書』／129
晩報／匯光／130
夜／荒煤／134
朱品良少尉の最後／炳章梨／138
北支線汽船案内／142
中支線汽船案内／142
南支線汽船案内／142
上海漢口間航空案内／142
携行すべき證明書心得／142
奥付・編輯後記／144
（廣吿）中華鐵道股份有限公司／145
（廣吿）オリザニン／146

第３巻第２號（1940年２月，通算17號）

［口繪］
表紙／坂口英一
（廣吿）華興商業銀行
目次
（廣吿）資生堂石鹸
（グラフ）東亞新秩序への道
（グラフ）新中央政權下の中央軍官學校
（グラフ）湖北省政府成立發會式
（グラフ）復興南京商賣往來
（グラフ）復興上海
（グラフ）微笑む揚子江
扉江南の追憶／生田花世
挿畫／坂口英一，島司郎，宮川遥，佐賀久智
［記事］
揚子江時評／一城龍彦／10
揚子江開方と太平洋外交／木原通雄／12
中南支の輕視は事變處理に背かん―揚子江開方の悪影響を何と見る―／南方情勢社々長・竹井十
郎／18

（　　）
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長江解放問題と新政權の經濟的性格／行村剛／25
長江開放の意義と米國／山下哲郎／27
揚子江開放問題を抉る／大塚宇洲／29
揚子江解放と外字紙の反響／西尾示郎／33
揚子江解放問題を繞つて／ウッド・ヘッド／35
揚子江解放と新秩序の建設／海軍少將・東亞建設協會々長・關根群平／37
新中央政權の艱難／維新政府立法院長・溫宗堯／42
日本政府及び國民に吿ぐ／中國社會黨首領・江亢虎／44
滿洲國の專賣政策を見る／在滿維新政府通商代表・林耕宇／44
上海ユダヤ人との座談會／（ユダヤ人側出席者）八時夕刊主筆・ウオルフガング・フィッシャー，
上海猶太報主筆・オシ・レヴーン，フリー・トレンダー，ラデイス・ラウス・フランク・コーン，
クルト・ウヲルフ（通譯兼司會者）總領事館・佐藤義夫，總領事館・富田淸之助，来賓・宮本三
郎（揚子江社側出席者）上海總局・鶴巻弘太郎，上海總局・望月小之三，東京本社・坂名井深藏，
東京本社・大塚整司／46
米國の極東政策の動向／越智俊三／53
新政權の誕生と現地／米村耿二／58
短歌欄／選・吉植庄亮／61
共產化せる西北地區／山科五郎／62
揚子江發電論（續）／栗原忠三／70
俳句欄／選・渡邊水巴／73
長江泳記／西村節／74
蘇浙皖辯／魚屋十三／78
支那劇入門／細谷安太郎／82
汪精衞先生に翰す／松本鎗吉／90
川柳道場／選・柳三門／93
支那風土記㈣／小谷冠櫻／94
上海白相白相／櫻三五郎／100
遠きひとに／伊彌世／105
袖珍柳齋志異／鷲屋不知庵／106
寄給日本的國民諸位／宋美齡／108
上海佛租界だより／108
支那イロハかるた／109
支那千一夜物語／原季彦／110
インターナショナルソナタ⑶／鳳唐兒／111
重慶政府聲明／蔣介石／112
呑氣大人／長江きよし／112
賭窟の花／徐訐／113
（廣吿）太陽印刷株式會社／119

（　　）
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乍浦路の女／土屋英麿／120
夜㈡／荒煤／129
北伐以前／李奇零／132
（廣吿）『遺書』／136
色慾抗日婦女隊／白須賀六郎／137
重慶だより／141
北支線汽船案内／142
中支線汽船案内／142
南支線汽船案内／142
上海漢口間航空案内／142
携行すべき證明書心得／142
編輯後記・奥付／144
（廣吿）中華鐵道股份有限公司／145
（廣吿）東亞海運株式會社／146

第３巻第３號（1940年３月，通算18號）

［口繪］
表紙／坂口英一
（廣吿）日本生命
（廣吿）武田長兵衞商店
目次
（グラフ）上海バンド╱目次上
（廣吿）構造社
（廣吿）資生堂石鹸
（グラフ）純正國民黨主領汪精衞氏
（グラフ）幼き中國の姿
（グラフ）杭州
（グラフ）維新政府の歩み
（グラフ）上海だより
扉・小孩子のうた／城木さくら
挿畫／坂口英一，矢野時基，佐賀久智
［記事］
揚子江時評／一城龍彦／10
汪政權の成立と事變處理／吉岡文六／12
新中央政權の成立とその後の問題／木村通雄／16
支那に於ける共產黨勢力の浸潤と汪政權の將來／雪竹榮／20

（　　）

49『揚子江』記事総目録（2）（金丸・乾）

339



立命館経済学65巻３号―四校　Ａ

街頭より見たる新中央政權の生誕／經谷孝道／23
新政權は日本の輿論と信義を相手とせよ／米村耿二／26
新政權と日支經濟合作に關する一考察／岡崎弌／30
（廣吿）三井物產株式會社上海支店╱33
日本新内閣と對支政策／津久井龍雄／34
（廣吿）三井物產株式會社上海支店╱37
抗戰下の中國外交／儲玉坤／38
大黃河治水論／栗原忠三／42
新秩序の解釋／維新政府立法院長・溫宗堯／45
中國人と右文思想／杉山鏡史／45
（廣吿）帝國生命╱51
歷代中國政府の華僑政策／維新政府外交部・鮑振靑／52
支那郵政閑話／松尾樹明／55
維新政府公報／59
大錢塘江の逆潮／夏目ナナ／60
赤色ルートの考察／中野三男／64
支那風土記／小谷冠櫻／67
上海邦人側經濟界の前途／73
華中鐵道會社の業績／74
煙草輸入販賣統制／74
上海炭愈手當難／74
華興券流通高／75
昨年度の上海對外貿易／76
異狀な發展を辿る上海地產業／76
四川省の資源／76
上海の對日貿易／77
上海工業の現況／77
映畫「揚子江」成る／77
巷説支那談義／酒井監物／78
中國靑年の見た日本議會赤裸々傍聽記／李鉎源／84
海南島便り／報知新聞特派員・田口利介／87
（廣吿）日本郵船╱91
新中央政權の第一線に活躍する文化人と語る座談會／（出席者）中華日報總主筆・胡蘭成，中華
日報總編輯・郭秀峯，司會者・宮本三郎／92
漢口より廣東へ／工藤廣漢／98
鎭江と竹林七賢／西晴雲／102
短歌欄／選・吉植庄亮／104
スーベニール／想金／105

（　　）
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袖珍柳齋志異（九）／鷲屋不知庵／106
（廣吿）新上海ホテル╱107
節分異變／108
最近の重慶通信／一特派員／108
重慶和歌／懸賞入選／108
支那人俳句／109
重慶大相撲放送／重慶放送局／109
支那千夜一夜物語⑵／原季彦／110
靑島會談に對する聲明／國民政府／111
宋哲元の忍術大會／112
漫畫／長江きよし／112
上海廣吿界縦横記／巖危崖／114
（廣吿）ライトインキ╱116
俳句欄／選・渡邊水巴／117
南京花女座談會／（出席歌女）朱桂芳，潘美容，邱翠花，李妙芳，潘美華，美弟，王桂芳，陳月
明，素琴，陸素秋，雪萍，趙玲瓏，李莉影，孫彩霞，陳玉秋，呂艹去芳，鄧艷霞，鄧陶，鄧艷琴，
鄧龍翔／118
夜／荒煤／123
賭窟の花／徐評／131
俳詩欄／選・柳三門／137
北伐以前／李奇零／138
北支線汽船案内／142
中支線汽船案内／142
本邦，中支航空案内／142
携行すべき證明書／142
編輯後記・奥付／144
（廣吿）華興商業銀行╱145
（廣吿）三共株式會社╱146

第３巻第４號（1940年４月，通算19號）

［口繪］
表紙／坂口英一
（廣吿）鐘淵紡績株式會社
（廣吿）ビオフェルミン
目次
（廣吿）日本郵船

（　　）
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（グラフ）華中經濟の変貌
（グラフ）江南掃討戰
（グラフ）建設
（グラフ）春天來了
（グラフ）松江方塔
扉
［記事］
揚子江時評／一城龍彦／10
新中央政府と經濟建設／横田實／12
中支經濟の將來性／高木陸朗／16
中支の通貨と貿易／井村薰雄／22
揚子江經濟時代の進展果して如何／藤岡犀西／27
新政權の發展と占據經濟の動向／堅山利忠／32
中支新中央銀行に關する考察―長江解放問題と新政權の經濟的性格―／行村剛／39
中支の通貨問答／吉田政治／43
中支水產業開發の急務／水產通信社々長・岡本正一／50
（廣吿）『上海激戰十日間』／54
維新政府公報／55
聖戰と建設／陸軍省情報部陸軍輜重兵少佐・鈴木庫三／56
（廣吿）日商株式會社／61
靑島會談から政治會議まで／山下哲郎／62
長江開放問題の再轉／大塚宇洲／64
新中國的靑年們共鑒／陸軍省情報部・金子拙郎／66
（廣吿）明治生命／71
上海猶太人暴露／毛利一夫／72
上海猶太人の現狀／ J・R・カイム／77
中支幣制の現狀と新通貨登場の急務／本社調查部／79
現地經濟メモ／本社調查部／79
上海物價暴騰／本社調查部／80
長江開放に我れ對策ありや／本社調查部／82
重慶紙不足に悲鳴／本社調查部／83
中支の肥料難加はる／本社調查部／83
開放虹口に躍る抗日分子／本社調查部／84
現地邦商の統制／本社調查部／84
（廣吿）興亞工產研究所／85
渤海延長論／栗原忠三／86
世界の藪睨み（各國無電）／88
歐洲戰爭と日支事變／ミリアム・エス・ファーレイ／90

（　　）
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途上（上海）／花岡簾／94
近來的南京狀況／94
風の囁き／尾花花朗／95
並木道／南善孝／96
國際都市明暗模様（上海）／朽木寛／97
巷説支那談義㈡／酒井監物／102
陳雲裳に捧ぐ／孫奈仁／105
（グラフ）華映スター陳雲裳／105
“楊貴妃の瞳”事件／池上龍雄／106
上海落語しようかいせき／中華亭周賣／108
重慶就職案内／107
支那千夜一夜物語⑶／原季彦／110
支那芝居名台詞集／111
重慶萬歳／紹介石，僧非禮／112
漫畫／長江きよし／112
（廣吿）『遺書』／113
何日君再來／四川銀兒／114
My Wanty Walkee／外山茂／115
胡弓への追想／荒木武行／119
炎・港／佐藤光貞／123
支那風土記㈣／小谷冠櫻／124
社中雑記帖／131
胎動／胡傑／132
支那旅行案内／142
編輯後記・奥付／144
（廣吿）『現代支那講座』／145
（廣吿）資生堂石鹸／146

第３巻第５號（1940年５月，通算20號）

［口繪］
表紙／坂口英一
（廣吿）華中鐵道股份有限公司
（廣吿）ビオフェルミン
目次
（廣吿）センタックス
（グラフ）國民政府還都記念／プレス・ユニオン特種グラフ

（　　）
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立命館経済学65巻３号―四校　Ａ

（グラフ）西湖に水温む（杭州）
（グラフ）北寺塔
扉／（詩）花岡簾，（畫）坂口英一
挿繪・カット／坂口英一，宮川遥，園哲哉，笠谷咄雅
［記事］
揚子江時評／一城龍彦／10
新支那と我國内の整備／阿部賢一／12
何處へ行く？  蔣政権／小口五郎／20
靑年事業家列傳・興中公司上海駐在代表・平田豐／27
新中央政府の對外關係／中村常三／28
時の人・趙正平／32
靑年事業家列傳・南里洋行上海支店長・佐波康彦／33
新中央政府成立と列國の動向／大久保猛／34
汪政權と重慶政府／渡瀬正人／38
靑年事業家列傳・興亞工產研究所長・松本明重／43
和平宣言／汪精衞／44
新政府樹立と中日合作の將來／溫宗堯／47
和平運動の經過とその方向／周佛海／50
南京國民政府の再建／林伯生／55
時の人・葉蓬／58
靑年事業家列傳・東華洋行經營主・松原增吉／59
世界の藪睨み（各國無電）／60
新政府の克服すべきもの／大陸新報社主筆・兒島博／62
新政府の經濟政策／末永繁松／64
時の人・江亢虎／69
新政府の機構／讀賣新聞上海支局主任・岩村三千夫／70
（廣吿）東京三越／73
武漢三鎭の文化人と語る／（出席者）武漢特別市敎育視察團／74
府院部會地址一覽／78
（廣吿）王子製紙株式會社／79
時の人・陳公博・王揖唐／80
新亞ホテル／總支配人・川上久龍，庶務主任・戸島康博／81
維新政府公報／82
達賴喇嘛と英・ソ・支／泉信介／84
維新政府の成立よりその發展的解消まで／本社調查部／94
時の人・褚民誼／101
殺人的高物價に喘ぐ上海／西尾示郎／102
新中央政府成立迄の胎動／本社調查部／102
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（廣吿）『遺書』／107
支那人気質を語る／（出席者）上海信託倉庫・五十嵐富三郎，東方製氷・小久保三九郎，瀛華洋
行・栗本寅治，上海美術製版・小林榮居，金風社・島津四十起，内外洋行・吉村秀成，中支那振
興・米澤秀夫，小原農園・小原榮次郎，（司會者）内山書店・内山完造（本社側）總局長・鶴巻
弘太郎，白須賀六郎，望月小之三，桑野敬治／108
時の人・周佛海／116
時の人・梅思平／117
時の人・丁默邨／118
時の人・傅式説／119
時の人・林伯生／120
（廣吿）大日本精糖株式會社／121
東亞ホテル／總支配人・秋田寅藏／122
俳詩欄／選・柳三門／123
支那の郵便切手／松尾樹明／124
上海の秘密／守安新二郎／131
近來的南京狀況／南京特派員／136
時の人・羅君強／137
中支經濟事情／本社調查部／138
姜姫／羽久明夫／144
時の人・汪精衞／149
時の人・梁鴻志／150
時の人・溫宗堯／151
時の人・陳羣／152
媽々に似たひと（詩）／城木さくら／153
楊貴妃の瞳事件／池上龍雄／154
兒童賣買相場の改正／155
重慶政府要人座談會／要人連／156
高級支那漫才／蔣大人サッスーン／158
浪曲重慶なぐり込み／華中軒猫造／160
靑年事業家列傳・上海土地住宅合資會社々長・遠藤左介／161
賭窟の花／徐計／162
短歌欄／選・吉植庄亮／170
支那の商簿數字／171
江南旅館／經榮者・寺西さと／172
（廣吿）臺灣製糖株式會社／173
俳句欄／選・渡邊水巴／174
上海あきれ便り／白須賀六郎／175
新上海ホテル／支配人・府川敏文／176
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大當上海大競馬／白須賀六郎／178
（廣吿）日產自動車販賣株式會社／183
アスタアハウス／支配人・深水孝／184
（廣吿）日本製鐵株式會社／185
北支線汽船案内／186
中支線汽船案内／186
南支線汽船案内／186
上海漢口間航空案内／186
携行すべき證明書心得／186
編輯後記・奥付／188
（廣吿）株式會社揚子公司／189
（廣吿）中華航空株式會社／190
（廣吿）興亞工產研究所／191
（廣吿）華興商業銀行／192
（廣吿）海事懇話會／193
（廣吿）ラフトスターゼ／194

第３巻第６號（1940年６月，通算21號）

［口繪］
表紙／坂口英一
（廣吿）株式會社正路喜社
（廣吿）ビオフェルミン
目次
（廣吿）資生堂歯磨
（グラフ）世紀の歓喜にわき上る南京／プレス・ユニオン特種グラフ
扉繪／坂口英一
挿繪・カット／坂口英一，宮川遥，笠谷咄雅
［記事］
揚子江時評／一城龍彦／10
新政府と南支／太田宇之介／12
興亞の大業と南方政策／竹井十郎／17
南方の國防經濟的性格／菱刈隆文／23
南方經濟の展望と將來／大塚宇州／28
還都國府の財經策／殿木圭一／36
國民政府の還都と事變の將來／吉岡耕平／41
新秩序建設の公式／田口利介／44

（　　）
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新中國政治建設の課題／褚民誼／48
前線の將兵を拝む／厚生大臣・吉田茂／56
本然の亞細亞へ／國民政府鐵道部次長・周化人／58
香港を暴く／大和桂一／60
世界の藪睨み（各國無電）／68
楊樹浦ユダヤ人問題／ A・Z／72
宣敎師は策動屋か／宇野一麿／74
上海銭荘業と復興奨券／79
周佛海大人／並木啓三／80
支那風土記／小谷冠櫻／86
上海開港始末／米澤秀夫／92
（廣吿）高島屋／97
南海の夢に眠る宝庫海南島／柴田勝春／98
懸賞募集／102
（廣吿）有名ホテル・旅館／103
支那の商簿數字／104
空を見つめて／振黃魯／105
“楊貴妃の瞳”事件／池上龍雄／106
支那語をタダで覺える法／107
呑氣大人／長江きよし／108
重慶特種ニュース／108
第一囘密輸賞受賞者／108
荒れる重慶大競馬／109
野鶏の名稱廃止か／109
車夫談義／損一錢／110
珍版唐詩選／要人連／110
重慶百人一首／112
北伐以前／李奇零／113
中國の農村／張祖望／118
中支經濟事情／本社調查部／124
大陸の寵姫／影山巍／128
父母を想へば／李香蘭／129
近來的南京狀況／南京特派員・A・K生／130
南京だより／大木滋／130
敎授とその妻／汪家祉／132
（廣吿）華中財界に活躍する洋行・公司／137
中支に活躍する國策會社展望／志良管／138
（廣吿）中華聯合通訊社販賣部廣吿／141
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北支線汽船案内／142
中支線汽船案内／142
南支線汽船案内／142
上海漢口間航空案内／142
携行すべき證明書／142
編輯後記・奥付／144
（廣吿）興亞工產研究所／145
（廣吿）鐘淵紡績株式會社／146

第３巻第７號（1940年７月，通算22號）

［口繪］
表紙／坂口英一
（廣吿）クライスラー
（廣吿）ビオフェルミン
目次
（廣吿）資生堂歯磨
（グラフ）夏×夏×夏／プレス・ユニオン特種グラフ
（グラフ）國民政府答禮使節入京
（グラフ）大陸の大動脈―揚子江を解放すべからず―

（グラフ）支那の名畫
扉繪／高澤圭一
挿繪・カット／坂口英一，笠谷咄雅
［記事］
揚子江時論／一城龍彦／10
帝國不介入方針の歸趨如何／田村幸策／12
蘭印華僑の現況／打越賢／18
南洋華僑の前後問題／國民政府僑務管理處課長・鮑振靑／22
蘭印の南洋華僑―新中央政府の味方となるか？―／宮武正道／27
轉換期の支那民族資本／工藤幸劍／31
具體的和議への態度／陳公博／36
憲政實施と中國人の態度／張楡芳／40
世界の藪睨み（各國無電）／42
不介入と租界の敵性―新情勢に如何に對處すべきか―／北林秀勝／45
重慶とその抗戰力／西尾示朗／48
支那農民層の社會經濟的性格㈠／豐田眞太郎／52
支那は決して頭を下げぬ／宋美齡／56

（　　）
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（廣吿）『遺書』／59
中國文化界を解剖す（現地ジャーナリスト座談會）／（出席者）新中報編輯局長・日高淸磨瑳，上
海毎日新聞社主筆・園田日吉，大陸新報社編輯局長・兒島博，大阪毎日新聞社支局長・田知花信
畫，中國通信社代表・三宅儀明，讀賣新聞社支局長・三浦薰雄，大陸新報社・小森武（本社側）
揚子江社總局長・鶴巻弘太郎／60
淸朝覆滅の陰謀結社蘇報舘事件／大森淸三／68
南京雜記／大木滋／73
阿片を喰ふ／宇野一麿／74
支那風土記／小谷冠櫻／79
現地良識讀本（文化篇・經濟篇）／ X・Y・Z／84
目標は何處か／周化人／88
吾人は何をすべきか／郭秀峯／89
巷説支那談義／北方純／91
湖州を語る座談會／（出席者）元湖州班長・佐藤誠，元湖州班長・玉井琢郎，中國陸水生物研究
所長・木村重，（揚子江社側）鶴巻弘太郎，望月小之三，桑野敬治／94
嬰粟／王木三／105
支那漫才必勝法發見／徐，ブル，宋，無禮／106
乞食論／張太那／108
上海第二紙幣印刷所所々報／110
大學に居るけれど／鄭能爾／110
漫畫・呑氣大人／長江きよし／111
日本の足駄／稻井春夫／112
老英樹倒れるか／北口英二／112
美しき密偵／司馬達／113
新しき南京／永松淺造／118
印象―支那の映畫について―／辻久一／123
安慶と廿四孝孟宗／西晴雲／128
近來的上海・武漢狀況／南川洋太郎・小坂武／130
（廣吿）『上海激戰十日間』／133
重慶より香港へ／ランダール・ゴールド／134
新上海語講座㈠／前同文書院敎授・影山巍／136
中支經濟事情／本社調查部／138
北支線汽船案内／141
中支線汽船案内／141
南支線汽船案内／142
上海漢口間航空案内／142
携行すべき證明書心得／142
編輯後記・奥付／144
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（廣吿）興亞工產研究所／145
（廣吿）三共内服ワクチン／146

第３巻第８號（1940年８月，通算23號）

［口繪］
表紙／坂口英一
（廣吿）揚子江社
（廣吿）武田長兵衞商店
目次
（廣吿）構造社
（廣吿）資生堂
（グラフ）租界の敵性掃滅
（グラフ）陷落の日の佛租界
扉繪／坂口英一
口繪／プレス・ユニオン特種グラフ
挿繪・カット／坂口英一，笠谷咄雅
［記事］
揚子江時論／一城龍彦／10
租界の行方／鮎川堯／13
伊參戰後の租界／今村得之／17
機構的に見た租界／二木重吉／20
世界新秩序と東亞／戸部武／27
鴎州大戰と東亞問題／林柏生／30
事變現段階と福建省／高桑幸吉／34
現地から見た支那渡航者制限令／38
（廣吿）ペルメル／40
對中支貿易と大阪／古久保立次／41
米海軍・極東戰備に入る／大和桂一／44
（廣吿）ハリバ／47
（廣吿）田園／48
佛領印度支那侵略史／松尾樹明／49
支那農民層の社會經濟的性格㈡／豐田眞太郎／54
宣敎師を裸体にする／宇野一麿／58
戰時體制への一考察／松本明重／63
ソ聯の極東赤化政策／山梨芳隆／66
上海中心の諸種税制㈠／73

（　　）
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江南の倭寇／木村重／76
國民政府公報／84
世界の藪睨み（各國無電）／86
現地良識讀本（文化篇・經濟篇）／山田五郎，X・Y・Z／89
蘇報舘事件㈡／大森淸三／94
九江／西晴雲／100
巷説支那談義／北方純／102
海／那牟京／105
支那武將辭典／106
美齡聲明／108
泰西名士字鑑／109
支那酒を嗅ぐ／110
定例國際井戸端會議／110
ヒットラーの格言／112
支那の代書屋／112
美しき密偵／司馬達／113
上海／永松淺造／118
支那風土記／小谷冠櫻／122
新上海語講座㈡／前同亞文書院敎授・影山巍／127
自然科學者木村重博士・閏秀畫家長谷川春子女史現地對談會／128
近來的南京・武漢狀況／大木滋・黃陂三郎／134
中支經濟事情／本社調查部／136
北支線汽船案内／140
中支線汽船案内／140
南支線汽船案内／140
上海漢口間航空案内／140
携行すべき證明書心得／140
編輯後記・奥付／142
（廣吿）興亞工產研究所╱143
（廣吿）東亞同文書院支那研究所╱144
（廣吿）大阪商船╱145
（廣吿）オリザニン╱146

第３巻第９號（1940年９月，通算24號）

［口繪］
表紙・扉繪／坂口英一

（　　）
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（廣吿）大阪商船
（廣吿）アルシリン錠
目次
（廣吿）資生堂の二大新洗劑
（グラフ）華中の塩田／プレス・ユニオン提供
（グラフ）東大陸に秋來る／プレス・ユニオン提供
（グラフ）華北文通の確保／華北交通資料課提供
（グラフ）傳式説氏のお嬢さん
扉・詩／大木滋
挿繪・カット／坂口英一・笠谷咄雅
［記事］
揚子江時論／馬場陽太郎／10
戰線に立ちて國内體制に鞭つ／支那派遣軍報道部長陸軍大佐・馬淵逸雄／12
租界囘收の法的根據／國民政府宣傳部國際宣傳局長・湯良禮／16
租界回收と中國民族解放／國民政府宣傳部國際宣傳指導司長・郭秀峯／21
上海租界縦横談―沈みゆく孤島―／吉村秀聲／23
事變解決と英米依存の一擲／津田信吾／26
（廣吿）『遺書』／31
最近の支那方面艦隊作戰に就て／支那方面艦隊報道部長海軍中佐・間直顯／32
（廣吿）三井物產株式會社上海支店／37
近衞新内閣への要望／北川徹／38
新政府を繞る經濟問題／仲銕雄／42
敵性と混乱の香港／奈良宇陀／46
支那農民層の社會・經濟的性格㈢／豐田眞太郎／50
現地良識讀本（政治篇・經濟篇）／（中支通貨の現狀）山田五郎，（占據地經濟の統制化）立石峻，
（米國極東勢力の運命）山下哲郎／56
上海を中心とする諸種の税制について㈡／62
在支邦人敎員と日語敎育／興亞院囑託・菊沖德平／64
世界の藪睨み（各國無電）／66
日本を見て來た座談會／（赴日武漢敎員視察團側）武漢特別市敎育庁・耿佛廑，武漢特別市敎育
庁・周鴻登，武漢特別市第十一小學校長・張才登，武漢特別市第十四小學校長・簫世毓，武漢特
別市第五小學校長・王靜生，武漢特別市敎育局・陳德燗（本社側）朱慶瞬，佐藤紘一，西川年男
／68
中支經濟事情／本社調查部／74
現代支那文學展望／近藤春雄／76
『租界問題』揚子江掲載既刊號一覽／81
國民政府公報／82
支那風土記（租界の巻）／小谷冠櫻／84

（　　）
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（廣吿）華興商業銀行／89
巷説支那談義（北支習俗の巻）／岩村成正／90
（廣吿）日本郵船／93
華北產業界の展望／大村正一／94
近來的南京・武漢狀況／大木滋・黃陂三郎／96
俘虜の妻／伊井薩歩／100
（廣吿）華中鹽業股份有限公司／103
（廣吿）株式會社揚子江社／104
秋のとびらよ／玉木三／105
井戸端獨語／吉村岳城／106
人間驢馬記／桑原英兒／108
廣東省の結婚風俗／110
東亞ホープ／112
美しき密偵㈢／司馬達／113
（廣吿）淮南炭礦株式會社／119
蘇州／永松淺造／120
廬山と虎溪三笑／西晴雲／122
姑娘漫譚／王夢鷗，X・Y・Z，石若生／124
新上海語講座㈢／前同文書院敎授・影山巍／127
漢口より黃東へ／工藤廣東／128
（廣吿）新井洋行／131
夜の上海／平岡三平／132
（廣吿）在華日本紡績同業會／139
北支線汽船案内／140
中支線汽船案内／140
南支線汽船案内／140
上海漢口間航空案内／140
携行すべき證明書心得／140
編輯後記・奥付／142
（廣吿）蘇浙皖民船總公會／143
（廣吿）上海毎日新聞／145
（廣吿）ノルマトン／146

第３巻第10號（1940年10月，通算25號）

［口繪］
表紙（秋・杭州西湖三潭印月）／坂口英一

（　　）
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（廣吿）大阪商船
（廣吿）アルシリン錠
（廣吿）東亞海運
（廣吿）『上海激戰十日間』
目次
（廣吿）西村皎三著『詩集遺書』
（廣吿）構造社
（廣吿）資生堂
（グラフ）寒山寺
（グラフ）桐一葉落つるの秋
（グラフ）新大陸に秋更けて
（グラフ）崑山小兒園
（グラフ）東亞建設譜
扉／高澤圭一
口繪／アート・グラフ
挿繪・カット／坂口英一・高澤圭一
［記事］
揚子江時論／一城龍彦／10
歐洲政經圏と東亞共榮圏／田口利介／12
獨乙の東南アジアに對する政治經濟關係／太平洋協會調查部員・關嘉彦／16
東亞新秩序の本來的性格╱冨田淸之助╱26
囘收前夜の租界／並木啓三／30
上海租界縦横談（二）／吉村秀聲／38
工部局警察の解剖（上）／横山守雄／42
現地良識讀本（政治篇・文化篇）／ T・Y生，小室達雄，X・Y・Z／48
現地より新體制に與ふ／宮本三郎／54
重慶の心臟を衝く／西尾示朗／58
支那抗日紙總まくり／小田信二郎／60
北一輝を語る／醫師・長田實／64
支那斷想（ユーモア性と沒法子）／赤津健樹／68
巷説支那談義（北支音樂の巻）／北京放送局文藝部員・袴田克己／73
中國秘密結社紅帮・靑帮／呉一新／76
新上海語講座／前同文書院敎授・影山巍／79
北の手紙／大久保武／80
コレラと鬪ふ／松江太郎／84
封鎖線の女／田部亮一／90
世界の藪睨み（各國無電）／94
上海租界考現學／渡邊義雄／96

（　　）
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上海異敎徒記／林昌三／98
秋の風／叉可三／105
中國映畫とその俳優達／吉田雅俊／106
乗り遅れた日本／松本匿名／108
現地漫才・武漢ある記／叶王世／110
母子狼記／桑原英見／112
美しき密偵／司馬達／113
歌女談義／池上龍雄／119
廬山と虎溪三笑／西晴雲／122
楊さん・放さん／春野鶴子／125
杭州の印象／永松淺造／125
支那風土記（宣傳の巻）／小谷冠櫻／128
俘虜の妻／伊井薩歩／132
近來的上海狀況／米村耿二，K・T生／137
支那經濟事情／140
北支線汽船案内／142
中支線汽船案内／142
南支線汽船案内／142
上海漢口間航空案内／142
携行すべき證明書心得／142
編輯後記・奥付／144
（廣吿）臺灣製糖株式會社╱145
（廣吿）プロセプチン╱146

第３巻第11號（1940年11月，通算26號）

［口繪］
表紙（世界の港／常夏の香港）／坂口英一
（廣吿）大阪商船
（廣吿）アルシリン錠
目次
（廣吿）資生堂
（グラフ）秋空の下／アート・グラフ
（グラフ）蘇州第二／撮影・小柳次一，撮影・梅本左馬次，プレス・ユニオン提供
（グラフ）國交調整成る／撮影・小柳次一，プレス・ユニオン提供
（グラフ）新江北作戰／撮影・安江氏，プレス・ユニオン提供
（グラフ）北京

（　　）
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扉／高澤圭一
挿繪・カット／坂口英一・高澤圭一・杉浦一雄
［記事］
揚子江時論／馬場陽太郎／10
南進政策の基調／稻嶺光南／13
日本南進の歷史的使命／角猪之助／18
西南の經濟建設資金工作／行村剛／27
蘭印に於ける民族運動／古川斗北樓／32
日本南進與英美蘇動向／弘君佐／35
佛印の現況／國民政府外交部・鮑振靑／40
日獨伊同盟と上海の地位／並木啓三／42
物心奉還を覺悟せよ／經谷孝道／46
新體制と現地人の要望／栗本寅治／50
新體制と現地敎育／米山愛紫／54
新體制と現地／葉書囘答／58
中國國民黨の再檢討／北川徹／62
米海軍の渡洋進攻線／大和桂一／70
中國農民の復興問題㈠／胡逸名／75
世界の地獄耳／80
現地良識讀本（政治篇・經濟篇・文化篇）／（新體制問題）北川徹，（重慶政府の經濟戰略）廣瀬
庫太郎，（文化新體制と現地）X・Y・Z／82
支那斷想㈡／赤津健壽／88
爆擊と宣傳／白尾干城／94
中國秘密結社紅帮・靑帮㈡／呉一新／97
ある兵士の話／謝冰心／100
新上海語講座／前同文書院敎授・影山巍／103
（廣吿）株式會社東和組／104
晩秋／叉可三／105
中國映畫とその俳優達／吉田雅俊／106
野球新體制／108
續支那酒を嗅ぐ／109
重慶政府引揚座談會／要人一同／110
憲政實施問題とは／112
北からの旅／大久保武／114
近來的上海武漢情況／米村耿二，C生，平林幸作，佐藤弦一，TURU／119
巷説支那談義／二木一白／124
カメラを抱いて・新四軍と戰う／上海軍報道部・王見實／130
美しき密偵／司馬達／135

（　　）
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支那經濟事情／本社調查部／140
北支線汽船案内／142
中支線汽船案内／142
南支線汽船案内／142
上海漢口間航空案内／142
携行すべき證明書心得／142
編輯後記・奥付／144
（廣吿）プリムス
（廣吿）タカヂアスターゼ

第３巻第12號（1940年12月，通算27號）

［口繪］
表紙／坂口英一
（廣吿）大阪商船
（廣吿）アルシリン錠
目次
（廣吿）資生堂歯磨
（グラフ）初冬の陽
（グラフ）國立中央女子大學
（グラフ）江南の守備は堅し／撮影・王見實
（グラフ）家庭工業スナップ／撮影・猪野喜七朗
（グラフ）米を租界に
扉／高澤圭一
挿繪・カット／坂口英一・高澤圭一・杉浦一雄
［記事］
揚子江時論／馬場陽太郎／10
日支民心結合の基礎／支那派遣軍報道部長陸軍大佐・馬淵逸雄／12
太平洋問題と在米邦人問題／東亞建設協會常務理事・海軍少將・關根群平／16
米大統領三選と其後に來るもの／北林英勝／20
和平文藝の建設／章建之／22
和平文藝と新文藝／國民政府外交部宣傳部常務次長・孔憲鏗／31
新上海市長を迎ふ／35
三國同盟と東亞新秩序／伊乃太郎／36
三國同盟と第三國權益の苦悶／末永繁松／42
重慶政府の財政措置／許滌新／45
國共合作か？  國共相剋か／米人記者・セオドー・ホワイト／49

（　　）
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拓け行く中國西北地方―蘭洲を中心として見たる―／グユンダー・シユタイン／54
日米戰爭はある／福永恭助／58
東亞海運神戸丸の就航／63
ビルマ公路の再開を繞る敵性宣傳／田中民夫／64
中國農民の復興問題㈡／胡逸名／70
現地良識讀本（政治篇・經濟篇・文化篇）／（所謂和平重慶論の誤謬）日森虎雄，（政治と經濟）
北川徹，（世界の動きと極東）宮本三郎，（政治と文化）小坂武司／74
（廣吿）東和組／81
政治と文化と魚―中國ジャーナリストとの座談會―／（出席者）平報社々長・羅君強，平報社總
經理・金雄白，中央政府委員・鼓望軾，中報編輯委員・顧仲韜，中國陸水生物研究所長・木村重，
支那問題研究所上海支局長・米村耿二，評論家・戎山次郎，（本誌側）鶴巻弘太郎／82
淮南線の經濟的意義／華中鐵道調查課・押田統助／88
新上海語講座㈥／前同文書院敎授・影山巍／91
南洋の日英海戰／永松淺造／92
愛路少年隊を語る／村田新八／98
（廣吿）日本自動車株式會社上海出張所／103
（廣吿）木村印刷所／104
冬の陽／叉可三／105
佛租界夜話／司良菅／106
福建の女／108
漫談支那語辭典㈠／叉可三／108
毛澤東と語るの會／110
俘虜の妻㈢／伊井薩歩／113
美しき密偵㈥／司馬達／117
（廣吿）『遺書』／123
世界の地獄耳／124
龍譚／中國陸水生物研究所長・木村重／126
巷説支那談義（蘇州美人考）／平林幸作／132
日本學生諸君に寄す／蘇甫文／136
（廣吿）『滿支の水產事情』／139
支那經濟事情／本社調查部／140
支那旅行案内／142
編輯後記・奥付／144
（廣吿）株式會社揚子公司／145
（廣吿）オリザニン／146

（　　）
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第４巻第１號（1941年１月，通算28號）

［口繪］
表紙／坂口英一
（廣吿）大阪商船
（廣吿）ビオフェルミン
（廣吿）東亞海運
（廣吿）帝國生命
目次
（廣吿）西村皎三著『遺書』
（廣吿）構造社
（廣吿）アスタフィール
（グラフ）中國のお正月
（グラフ）中日滿三國ノ調印式擧行／プレス・ユニオン社撮影
（グラフ）撮影所内密譚
（グラフ）時事寸影
扉／坂口英一
挿繪・カット／坂口英一，宮川逸，杉浦一雄
［記事］
揚子江時論／馬場陽太郎／10
東亞民族の制約／陸軍大佐・馬淵逸雄／12
（廣吿）東亞醸造株式會社／17
世界大編曲と東亞建設の急務／海軍大將・末次信正／18
（廣吿）ライトインキ／20
（廣吿）ダイレクト／21
日支事變と南方政策／白鳥敏夫／22
新日本建設と南方國策／石原廣一郎／25
（廣吿）アルテルモン／27
（廣吿）大丸／30
（廣吿）三越の皇軍慰問品／31
日ソ國交調整と中國の動向／北川徹／32
中國を結ぶ日ソ國交調整の方圖／佐々木玄三／37
ソ聯進出とアジア民族の解放―對支謠言説を檢討す―／日森虎雄／40
（廣吿）百草根／43
（廣吿）プロセプチン／44
國共合作の現段階／鮎川堯／45

（　　）
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大東亞の新發足／50
新國府の内治・外交／52
（廣吿）南里洋行・上海茶房・櫻商會・興中公司・東華洋行／53
日支新條約の調印を詠ふ／田中正明／54
最前線の中國靑年と語る座談會／56
和平文藝の創作方法／娜馬／69
中國新文藝界の展望／江雲生／72
世界の地獄耳（各國無線）／76
在武漢現地除隊者が語る『戰爭と建設』（座談會）／（出席者）武漢靑年協會宣傳部長・謝希平，
同協會秘書（観察団団長）・李光源，同協會組織部長・張楡芳，同協會婦女部長・石敬一，同協
會婦女會員・石宗淸，同協會農村部長・謝鹿苹，外七名（本社側）大塚整司，北村理一／78
國民医學／61
はなせぬ活力素／専修大學長衆議院議員・道家齊一郎／63
（廣吿）冨士山／66
（廣吿）丸松合資會社／67
大陸旅行者に贈る／68
和平文藝の創作方法―和平建國的現實主義の建立―／娜馬／69
中國新文藝界の展望／江雲生／72
（廣吿）固形淺田飴／75
世界の藪睨み／76
在武漢現地除隊者が語る戰爭と建設／（出席者）開業医・丸岡彦夫，僧侶・横川眞美，武漢交通
公司船舶部長・守田德廣，社員・村岡伊與，土木建築業・梅原重男（本誌武漢支局側）吉田吉二
郎，佐藤紘一，西川年男／78
長江燕子磯／西晴雲／86
（廣吿）西村皎三著『遺書』／88
（廣吿）韓永貿易公司／89
（廣吿）株式會社東和組／90
（廣吿）中央書報發行所／91
（廣吿）中華映畫株式會社／92
（廣吿）株式會社揚子公司／93
（廣吿）日本堂，至誠堂，三通書局，内山書店／94
（廣吿）トヨタ自動車工業株式會社／95
（廣吿）中支那物資通濟處協會，昭和組合／96
（廣吿）中山鋼業廠，新上海ホテル／97
（廣吿）三井物產株式會社上海支店，三菱商事株式會社上海支店／98
（廣吿）中華航空株式會社上海支店，華興商業銀行／99
（廣吿）上海在華日本紡績同業會／100
（廣吿）海事懇話會／101

（　　）
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（廣吿）中支那振興株式會社／102
（廣吿）久孚洋行，亞細亞鋼業廠／104
迎春／叉可三／105
闇の花／106
漫談支那語辭典㈡／106
上海商賣道を語る座談會／108
迷信の話（多瓜と懐妊）／110
支那の行事／110
金持の話（豚料理・猿料理）／111
美しき密偵（終）／司馬達／113
（廣吿）日本郵船／117
現地良識讀本（政治篇・經濟篇）／（政治篇）宮本三郎，（經濟篇）東屋鐵雄／118
（廣吿）精工社／119
（廣吿）日本ペイント株式會社／121
近來的上海武漢情況／中井俊助・TURU／122
（廣吿）行政院宣傳部中央報業經理處廣吿部／124
（廣吿）MZH／125
季節の人々／千明茂雄／126
河のあちこち／白石潔／133
（廣吿）中興器械總店發行所／139
中國經濟事情／本社調查部／140
中國旅行案内／142
編輯後記・奥付／144
（廣吿）上海中央市場／145
（廣吿）第一生命保險相互會社／146

第４巻第２號（1941年２月，通算29號）

［口繪］
表紙／坂口英一
（廣吿）大阪商船
（廣吿）ビオフェルミン
（廣吿）東亞海運
（廣吿）馬淵逸雄著『東亞の解放』
目次
（廣吿）西村皎三著『遺書』
（廣吿）構造社

（　　）
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（廣吿）アスタフィール
（グラフ）季冬
（グラフ）巷に拾ふ
（グラフ）働く中國民衆
（グラフ）幼きものの喜び
（グラフ）雪の晨
扉／坂口英一
アート・グラフ／プレス・ユニオン社提供／口繪
挿繪・カット／坂口英一・宮川逸・杉浦一雄
［記事］
揚子江時論／馬場陽太郎／10
支那社會層中に於ける「土著層」の重要性／大本營報道部長陸軍大佐・馬淵逸雄／12
（廣吿）馬淵逸雄『東亞の解放』／15
思想國策確立の必要性／興亞院調查官陸軍中佐・堂ノ脇光雄／16
（廣吿）大倉洋紙店／22
（廣吿）『英帝國敗るゝの日』／23
南京國府の現段階／大森淸三／24
國民政府の財政方針／國民政府財政部次長・陳之硯／27
湖北省の施政／湖北省政府宣傳課科長・劉純伯／30
中國民衆運動の新發足／坂村眞一／32
アリへミン／35
重慶政府の交通問題／達人／36
（廣吿）田園／37
（廣吿）ライトインキ／39
重慶政權の内幕／二木一白／41
（廣吿）MHZ／44
政界情勢と東亞民族の自覺／張德欽／45
（廣吿）丸松合資會社／48
（廣吿）百草根／49
南京政權承認後の中支經濟の方向／水木一郎／50
憲政實施に繞る先決問題／殷再緯／56
（廣吿）中興器械總店發行所／59
新時代思想の一考察／西田竹雄／60
光は南方より／参謀本部附陸軍大尉・豐福徹夫／66
我が南方發展を害する敵性軍力／林俊男／74
現地良識讀本（政治篇・文化篇）／（政治篇）宮本三郎，中川善助（文化篇）東屋鐵雄／78
（廣吿）大洋ホテル／83
ソ聯は戰はず／アンドルー・シュタイガー／84

（　　）

72 立命館経済学（第65巻　第３号）

362



立命館経済学65巻３号―四校　Ａ

（廣吿）中地淸著『支那の人たち』／86
世界の藪睨み（各國無線）／88
（廣吿）冨士山／89
民族の抗議―タイ國の失地囘復を繞りて―／南海隱士／90
（廣吿）精工社の時計／93
新法幣の貨幣的性格／本社調查部／94
純愛より昇華する東亞理念―東亞兒童文化研究會の創立―／大林重信／98
（廣吿）バリハ／99
蘄春／西晴雲／100
褚民誼大使論／並木啓三／102
（廣吿）中支那煙草配給組合／104
春を待つ／叉可三／105
小籃黨／倩子／106
漫談支那語辭典㈢／106
重慶ニュース／109
法幣吊上げ座談會／110
上海ニュース／112
シカゴの支那町／國府僑務管理處課長・鮑振靑／113
鼻の低い話／小森猛／116
（廣吿）アルテルモン／117
手紙／高安周雄／118
（廣吿）光行壽著『新體制下の新聞構想』／121
漢奸の犬／高松浩一，杉浦一雄（畫）／122
私の能率增進法／文學博士・高須芳次郎／127
治病の知識／129
（廣吿）固形淺田飴／130
上海語講座㈦／前同文書院敎授・影山巍／131
蘭印の異人種／守安新二郎，宮川進（畫）／132
（廣吿）ダイレクト／139
中國經濟事情／本社調查部／140
中國旅行案内／142
編輯後記・奥付／144
（廣吿）蘇淅晥民船總公會／145
（廣吿）ヘチマコロン／146

（　　）
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第４巻第３號（1941年３月，通算30號）

［口繪］
表紙（盧溝橋）／坂口英一
（廣吿）大阪商船
（廣吿）ビオフェルミン
（廣吿）東亞海運
（廣吿）『廣東風土記』
（廣吿）日本生命
目次
（廣吿）西村皎三『詩集遺書』
（廣吿）構造社
（廣吿）資生堂
（グラフ）杭州雲林寺
（グラフ）平和に輝く崇明島
（グラフ）中國の鵜飼
曠野╱南善孝
扉繪
口繪／アート・グラフ／プレス・ユニオン社提供
挿繪・カット／坂口英一，宮川逸，杉浦一雄，郭俊
［記事］
揚子江時論／馬場陽太郎／10
前線より銃後に訴ふ／滿洲東安省派遣部隊・富田淸之助／12
太平洋問題の根源／海軍大佐・平出英夫／18
大陸新秩序と大洋新秩序／海軍中佐・田代格／22
國際情勢の展望と太平洋／陸軍少佐・富永亀太郎／25
米海軍の對日布陣／土屋賢一／29
共榮圏に於る資源の役割／大塚宇洲／34
太平洋問題の囘顧／古川斗北樓／39
太平洋制海權の歸趨／田口利介／42
東亞時事解説世界の動き／宮本三郎／48
現地良識讀本（文化篇）／小泉譲，東屋鐵雄，X・K／51
新四軍の實體／水木一郎／60
東亞文化の課題／大久保武／68
中支文化運動大觀／吉村秀聲／72
重慶はどう動く／北川徹／78

（　　）
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世界の地獄耳（各國無線）／82
上海納税者大會發砲事件の報吿／本誌 A記者／84
米の金政策を繞る／ S・E・ハリス，齋藤儉而譯／90
施粥／室田豐四郎／96
廬州の春／中地淸／98
天談／叉可三／105
上海グロ料理人座談會／106
上海ニュース／106
金持の話／109
黃金の枕／桑原英見／110
漫談支那語辭典㈣／叉可三／110
銃殺者の母㈠／秦賢助／113
臨汾への旅／桑野仁／120
鄕愁／春野鶴子／122
東行随感／丁策／125
戎克の歌／南善孝／126
鐵路地帯／伊東浩三／129
続支那風土記（演劇と映畫の巻）／小谷冠櫻／132
片隅の戰場Ａ／白石淸士／137
中國經濟事情／本社調查部／140
中國旅行案内／142
編輯後記・奥付／144
（廣吿）揚子公司╱145
（廣吿）第一生命保險相互會社╱146

第４巻第４號（1941年４月，通算31號）

［口繪］
表紙（通州）／坂口英一
（廣吿）大阪商船
（廣吿）ビオフェルミン
（廣吿）東亞海運
（廣吿）『廣東風土記』
目次
（廣吿）馬淵逸雄著『東亞の解放』
（廣吿）構造社
（廣吿）アスタフィール

（　　）
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（グラフ）薫風搖湯／華中鐡道提供
（グラフ）中央儲備銀行南京總行／プレス・ユニオン社撮影
（グラフ）現地炭焼部隊
（グラフ）中國商売往來／華中鐡道提供
（グラフ）揚州の景／華中鐡道提供
扉／坂口英一
挿繪・カット／坂口英一・宮川逸・杉浦一雄
［記事］
揚子江時論／馬場陽太郎／10
東亞聯盟問題に就て／國民政府宣傳部長・林柏生／12
（廣吿）帝國生命／15
重慶蔣政權の現況／大本營陸軍報道部長陸軍大佐・馬淵逸雄／16
（廣吿）MZH／19
抗日戰爭と中國共產黨／日森虎雄／20
蔣政權のアメリカ的變貌／林俊夫／25
變貌せる國共摩擦／定遠／29
重慶法幣の危機／馬寅初／37
（廣吿）アリへミン／41
新四軍事件とその宣傳／石原圓彌／42
（廣吿）ダイレクト／46
現地良識讀本／（政治篇）鮑振靑，（經濟篇）北林英勝，（文化篇）Y・S／47
陳公博論／大野俊吉／51
（廣吿）丸松合資會社／52
（廣吿）明治生命／55
世界の地獄耳（各國無線）／56
戰爭へ驀進する米空軍／土屋賢一／58
（廣吿）精工社／61
深淵に臨むアメリカ／高見浩／62
（廣吿）中興器械總店發行所／66
（廣吿）大洋ホテル／67
東渡所感／中央大學大學院研究室・金彬／68
亞人の亞洲／日本大學高等専攻科社會科・王暉華／71
アルテルモン／72
上海浪速器械公司／73
空の重慶行／ランダール・ガウルド／74
（廣吿）冨士山／75
（廣吿）チミツシン／77
太平洋に寄す／寺下宗孝／78

（　　）

76 立命館経済学（第65巻　第３号）

366



立命館経済学65巻３号―四校　Ａ

黃石港／西晴雲／80
士藏漫語／内山完造／82
東華洋行／85
崇明島縦走記／北村本誌特派記者／86
おじぎ／中村蘇子／94
淮河としらうお／魚屋十三／95
上海の大和撫子／目黑揚江／100
新上海に禱る／江上小藻／102
松川屋／103
春天來了（詩）／叉可三／105
漫談支那語辭典㈣／106
桃林武勇傳／長江きよし／106
上海ニュース／107
上海ストライキ張本人座談會／108
漫才南京猿芝居／112
兼村軍刀店主／113
地圖にない河／伊東憲，宮川進（畫）／114
（廣吿）百草根／117
（廣吿）支那名作小説／119
上海語講座㈧／前同文書院敎授・影山巍／120
東新洋行／121
華中鐡道／122
江南旅館／124
銃殺者の母㈡／秦賢助，杉浦一雄（畫）／125
大正屋／131
南京的近來事情／尾花弘朗／132
（廣吿）ライトインキ／133
中國經濟事情／本社調查部／134
中國旅行案内／136
白木公司／138
「日本上海」の議政を料理する人々／139
編輯後記・奥付／144
（廣吿）四季書房／145
（廣吿）トヨタ自動車工業株式會社／146
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第４巻第５號（1941年５月，通算32號）

［口繪］
表紙（南京・玄武湖の初夏）／坂口英一
（廣吿）大阪商船
（廣吿）ビオフェルミン
（廣吿）東亞海運
（廣吿）西村皎三著『遺書』
目次
（廣吿）東亞民族小説募集
（廣吿）構造社
（廣吿）アスタフィール
（グラフ）國民政府還都一周年
（グラフ）宜興燒視察
（グラフ）國府要人家庭カメラ訪問
（グラフ）杭州の西湖
扉／坂口英一
口繪／アート・グラフ／プレス・ユニオン社提供
挿繪・カット／坂口英一・宮川逸・杉浦一雄・鵜飼壬子郎
［記事］
揚子江時論／馬場陽太郎／10
國府還都初周の所感／汪精衞／12
（廣吿）馬淵逸雄『東亞の解放』／15
東亞存亡の問題／林柏生／16
（廣吿）ライトインキ／19
國府宣傳部の活動／夏川達夫／20
（廣吿）新上海ホテル／22
（廣吿）東華洋行／23
躍進する國民政府―還都一年の展望―／本社南京支局／24
（廣吿）オリエンタル／29
（廣吿）ハリバ／31
（廣吿）錠剤わかもと／33
（廣吿）冨士山／35
（廣吿）千代田生命／37
（廣吿）MZH／38
（廣吿）大和桂一・田口利介『戰ふ海軍魂』／39

（　　）
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現地良識讀本（文化篇）／中井俊作／40
（廣吿）日本郵船／42
第二世の見た米國／宇野一麿／44
（廣吿）ヒポアポ錠／50
大普公司／51
將軍李長江歸る／日野晃／52
（廣吿）興亞書局／56
（廣吿）大洋ホテル／57
乱れとぶ怪放送上海反日電台を暴く／棚方美夫／58
蘭印民族に寄す／寺下宗孝／62
世界の地獄耳（各國無線）／64
大陸新讀本㈠／平長／66
（廣吿）プロフェジン／72
華中通信網と福田社長／73
「遺書」の誕生と日本詩壇―「遺書」が世に出るまでの一挿話―／寺下宗孝／74
（廣吿）双葉屋貿易公司／75
（廣吿）今岡十一郎著『ハンガリー民族詩』／76
中國の秘密結社・洪門異聞／鯤臍堂居士／77
（廣吿）中興器械總店發行所／81
通譯敎習門／辻久一／82
（廣吿）白木實業公司直營高級食堂／85
呉昌碩玉石論／生垣良作／86
（廣吿）瑞宇洋行／88
（廣吿）松川屋／89
支那風土記（靑帮の巻）／小谷冠櫻／90
（廣吿）錠剤わかもと／93
（廣吿）精工社／94
南京の街／新井澄子／95
武漢の春／大木直枝／95
（廣吿）森永キヤンデーストアー／97
近來的南京・上海情況／新井生，X・Y・Z／98
江南の春を訪ねて都塵をあらへば…／102
（廣吿）中央儲備銀行／104
露天市／叉可三／105
佛租界夜話／106
蔣介石と語るの會／106
漫談支那語辭典㈥／108
上海名物乞食氣質／110
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上海苦力行狀記／112
（廣吿）上海毎日新聞／113
（廣吿）三井物產株式會社上海支店・三菱商事株式會社上海支店／114
（廣吿）瀛華洋行・華興商業銀行／115
（廣吿）日本自動車株式會社・双葉屋貿易公司・中支那煙草配給組合・興亞印刷所／116
北京靑春地帯／守安新二郎，宮川進（畫）／117
（廣吿）百草根／119
（廣吿）丸松合資會社／125
新上海語講座㈨／前同文書院敎授・影山巍／126
（廣吿）鼻療／126
（廣吿）東洋インキ製造會社／127
新嘉坡の叛乱／耶止説夫，鵜飼壬子郎（畫）／128
（廣吿）毒掃丸／134
三上辯護士／135
中國經濟事情／本社調查部／136
中國旅行案内／138
編輯後記・奥付／140
（廣吿）中支那振興株式會社／141
（廣吿）伊藤忠商事株式會社上海支店／142
（廣吿）日本通運株式會社上海支店／142
（廣吿）南滿洲鐡道株式會社上海事務所／143
（廣吿）大陸新報社／144
（廣吿）揚子公司／145
（廣吿）プロセプチン／146

第４巻第６號（1941年６月，通算33號）

［口繪］
表紙／坂口英一
（廣吿）大阪商船
（廣吿）ビオフェルミン
（廣吿）東亞海運
（廣吿）西村皎三『遺書』
目次
（廣吿）馬淵逸雄『東亞の解放』
（廣吿）構造社
（廣吿）アスタフィール

（　　）
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（グラフ）楓橋夜泊
（グラフ）寒山寺の石刷はどうして出來るか
（グラフ）新中國を背負ふ中國救國少年團
（グラフ）覺醒したる民衆
（グラフ）上海ニユース
扉繪
口繪／アート・グラフ／プレス・ユニオン社提供
挿繪・カット／坂口英一・宮川逸・杉浦一雄・鵜飼壬子郎
［記事］
揚子江時論／馬場陽太郎／10
中國民心の把握／陸軍大佐・馬淵逸雄／12
（廣吿）馬淵逸雄著『東亞の解放』／15
中支通貨金融の趨勢―過去一年に於ける―／滿鐵上海事務所員・林田和夫／17
四行停業と上海華商銀行の動向／在上海日本總領事館經濟調查室部員・千葉成夫／24
（廣吿）丸松合資會社／26
（廣吿）ライトインキ／27
現地經濟政策轉換の方向―物の側面から見た―／山崎經濟研究所上海分室所員・上村壽男／28
中國新經濟體制／何海鳴／32
（廣吿）純喫茶田園／35
上海に於る遊資／上海經濟研究所副所長・小岩井淨／36
日ソ中立條約の現地的視角／上海特務機關情報班員・水木一郎／40
最前線の武漢に働く職業婦人座談會／（出席者）漢口日本高等女學校敎諭・白倉敏子，武漢敎員
訓練所囑託・本田房子，武漢靑年協會婦女部指導員・劉順子，湖北省外交特派員公署秘書・遠藤
淳子，正金銀行漢口支店タイピスト・福山秋子，東本願寺大谷幼稚園保姆・竹島タミエ，同仁會
診療班看護婦・中島コト（支局側）西川年男，佐藤紘一／44
（廣吿）冨士山／49
（廣吿）ヱビスオ錠／53
立體的封鎖作戰―援蔣路の斷絕と重慶の窒息―／支那派遣軍總司令部報道部員・石原圓彌／54
（廣吿）プロフェジン／57
（廣吿）三共内服ワクチン／58
起ち上るアフガニスタン／フェリツクス・ハウランド，毛利一男譯／59
ソ聯の援蔣政策／林俊夫／65
現地良識讀本（政治篇）／別府伸夫／68
（廣吿）中支那煙草配給組合／70
（廣吿）大洋ホテル／71
鬼ヶ島漫語／小谷冠櫻／72
（廣吿）三河興業株式會社／75
（廣吿）華興商業銀行／76

（　　）
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大陸雜感／中山北樓／77
蛙埠寸描／78
上海語講座㈩／前同文書院敎授・影山巍／79
世界の地獄耳（各國無線）／80
（廣吿）ヒポアポ錠／80
（廣吿）毒掃丸／81
近來的南京・北京情況／（南京）尾花弘朗，（北京）眞津茂人／82
大陸新讀本㈡／平長／86
（廣吿）精工社／92
（廣吿）興亞書局／93
武漢の春／珞珈山人／94
南京の街／新井澄子／94
常熟／西晴雲／98
中國の子供／米山愛紫／100
夫子廟／叉可三／105
上海苦力大演説會／106
漫談支那語辭典㈦／108
馬占山千噺船／唐澤猫造口演／110
重慶就職案内／112
映畫報國の殿堂を覗く／113
必茂どん／中地淸，田邊新／114
（廣吿）瑞申洋行／117
（廣吿）森永キヤンデーストア／121
（廣吿）亞細亞鋼業廠／122
王文林の心情／劉四明，鵜飼壬子郎／124
（廣吿）百草根／129
海南線に“飛龍”出現／130
通譯敎習門㈡／辻久一／132
上海の冷藏庫を覗く／136
中國經濟事情／本社調查部／138
中國旅行案内／142
編輯後記・奥付／144
（廣吿）新亞細亞ホテル／145
（廣吿）アルバジア錠／146

（　　）
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第４巻第７號（1941年７月，通算34號）

［口繪］
表紙／坂口英一
（廣吿）大阪商船
（廣吿）ビオフェルミン
（廣吿）東亞海運
（廣吿）日產生命
（廣吿）浪速機械公司
目次
（廣吿）南京靑年會
（廣吿）構造社
（廣吿）アスタフィール
（グラフ）小姐と睡蓮
（グラフ）溪口鎭
（グラフ）晝寝天國
（グラフ）煙雨樓保有宋代の名書家米芾の國寶的石刻
扉繪
口繪／アート・グラフ／堀野正雄氏提供
挿繪・カット／坂口英一・宮川逸・杉浦一雄・鵜飼壬子郎
［記事］
揚子江時論／馬場陽太郎／10
大東亞建設の心構／陸軍大佐・馬淵逸雄／12
猶太問題の核心を衝く座談會（出席者）四天王中將（上海政經學會員）北川，濱野，佐藤，鶴野，
江間，頓宮，田宮（本社側）北村總局長／16
上海猶太生活を解剖す／大野俊吉／30
追放ユダヤ民族の動向／北林英勝／36
猶太人は何を爲さんとするか／北川淸之助／42
現地良識讀本（經濟篇・文化篇）／菊江榮一・豐海啓三／47
（廣吿）チヤージ╱50
（廣吿）毒掃丸╱51
中支農業の技術的考察／酒井監物／52
ヘスは何故英國へ飛んだか／平岡三平／54
大陸雜感／陸俊作／58
大東亞共榮圏の讃歌／寺下宗孝／62
無錫を語る／澤田稔／64

（　　）
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大陸新讀本㈢／平長／68
近來的南京・武漢情況／尾花弘朗，春琴生／73
鬼ヶ島漫語⑵／小谷冠櫻／76
通譯敎習門㈢／辻久一／81
上海邦樂今昔史／86
威利劇場の行方／白須賀生／88
長江三十年／栗本寅治／90
薔薇色の河／小泉譲／96
（廣吿）森永キャンデーストア╱103
（廣吿）海事懇話會╱104
歌うたひ／叉可三／105
上海泥市座談會／106
漫談・支那語辭典㈧／叉可三／108
上海雜束／白六先生／110
支那の行事112
かはづ談義／楠田五郎太／115
虞山／西晴雲／116
仙境煙雨樓記／白須賀六郎／118
荒尾精／高見洋／121
世界の地獄耳（各國無線）／127
南京／中野齊／130
職場に拾ふ中國新女性／目黑揚江／132
華中電氣通信鳥瞰圖／本社總局調查部／134
新上海語講座（十一）／前同文書院敎授・影山巍／136
中國經濟事情／調查部／138
大陸旅行案内／調查部／142
編輯後記・奥付／144
（廣吿）大森廻漕店╱145
（廣吿）華中鐵道╱146

第４巻第８號（1941年８月，通算35號）

［口繪］
表紙（杭州・西湖）／坂口英一
（廣吿）大阪商船
（廣吿）ルジール錠
（廣吿）東亞海運

（　　）
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目次
（廣吿）南京靑年會
（廣吿）構造社
（廣吿）アスタフィール
（グラフ）王精衞
（グラフ）長江
（グラフ）磚茶
（グラフ）宜昌の近況
（グラフ）華中電気通信股份有限公司
口繪／堀野正雄氏提供
挿繪・カット／坂口英一・宮川逸・杉浦一雄・鵜飼壬子郎
［記事］
揚子江時論／馬場陽太郎／10
國民的決意の秋／豐橋愼二／12
汪主席訪日の意義／郭秀峯／13
戰爭の新段階／宮本一郎／18
國府の淸郷運動とは何か／北一平／22
蒙古の首都庫倫／玉井暎祐／26
北京夏姿／目黒揚江／33
中國靑年の見た日本農村の座談會╱（中國側）湖北省政府財政廰總務課長・蔡琮，漢口縣政府縣
長・妟衞甫，湖北省政府財廰視察・遊淸水，同視察・李文龍，同建設廰科員・周文裳，同建設廰
技士・夏東舫，同武昌縣財政課長・王功奏，廬山縣政府敎育股長・韓子文，漢陽縣政府建設課
員・王蔭德（日本側・長野縣下伊那郡各村長）下伊那郡翼賛壯年團長國民學校敎師・木下文夫，
同副團長軍人・今村良夫，同役員農・久保田徑男，同役員國民學校敎師北原茂衞，同役員會社
員・松重廣吉，同役員產組職員・北原小太郎，同役員產組職員・丸山義一，同副団長工業組合職
員・伊藤收一，同役員農軍人・菅沼富治，同役員農・市瀨藤男，同役員農・吉川巽，同役員農軍
人・熊谷茂治，同役員農軍人・後藤兼吉，同役員農軍人・今村惠一，同參與新聞業・小林八十吉，
信州合同新聞記者・田附章，新愛知新聞記者・源邊一男／34
（廣吿）双葉屋貿易公司╱37
（廣吿）三友社╱39
（廣吿）ニンニクの精╱41
（廣吿）MHZ╱43
通州／西晴雲／44
鬼ヶ島漫語⑶／小谷冠櫻／46
暴露された國共の葛藤／赤星爲光／51
他山の石／内山完造／54
頂門一針／須藤五百三／56
上海異聞／沖田一／58
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タイ國寸描／華中電氣通信株式會社々長・福田耕／62
長江三十年／栗本寅治／66
現地良識讀本（政治篇・文化篇）／千波屋守・三木穣／73
新上海の住みごこち／西淸子／78
宜昌行／大木直枝／81
竹葉靑／東亞同文書院敎授・小竹文夫／84
大陸釣談義／華中鐵道副參事・岡本淸次／87
大陸新讀本㈣／平長／90
上海映畫界の現狀／澤田稔／96
中國經濟事情／調查部／101
街頭床屋／叉可三／105
蘇州河浦談／王先生／106
漫談・支那語辭典㈨／叉可三／106
支那の行事（八月の巻）／108
銷夏お笑い籠／108
上海密輸業者座談會／110
舟山島跳び歩る記／毛利一男／113
揚子江の警備／秋山中支艦隊報道部部長／120
荒尾精／高見洋／124
賣票員／中野齊／130
泥沼／劉四明／137
大陸旅行案内／調查部／142
編輯後記・奥付／144
（廣吿）華中鐵道╱145
（廣吿）第一生命保險相互會社╱146

第４巻第９號（1941年９月，通算36號）

［口繪］
表紙（玄武湖晩夏）／坂口英一
（廣吿）華中鐡道
（廣吿）ルジール錠
（廣吿）東亞海運株式會社
（廣吿）日產生命
目次
（廣吿）東亞民族小説募集
（廣吿）構造社

（　　）
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（廣吿）アスタフィール
（グラフ）上海バンド
（グラフ）國府淸郷工作
（グラフ）上海の足―船板―

（グラフ）更生する投降兵
（グラフ）映畫線上の一つの構想
扉
口繪／アート・グラフ
挿繪・カット／坂口英一・宮川逸・杉浦一雄・鵜飼壬子郎
［記事］
揚子江時論／馬場陽太郎／10
滿洲事變囘顧と東亞共榮圏／大日本興亞同盟東亞建設協會副理事總務部長・寺下宗孝／12
（廣吿）寺下宗孝先生著『南方感覚』／17
帝國海軍の決意／海軍大佐・平出英夫／18
租界經濟の混亂と凍結令／牧野芳治／22
（廣吿）ライトインキ／24
轉換期に立つ上海經濟―凍結令が描く波紋―／大村一夫／25
（廣吿）『上海激戰十日間』／28
大山大尉の墓に詣づ／田中正明／29
淸郷工作の本質／陸軍省報道部長陸軍大佐・馬淵逸雄／30
（廣吿）馬淵逸雄『東亞の解放』／33
淸郷工作地區をゆく―第一期工作の現況―／宮崎利秋／34
（廣吿）プロフェジン／37
最近の重慶／平岡三平／39
支那百人一首／43
甘粛省の資源解剖／大地利造／44
（廣吿）帝國生命／47
重慶空軍の正體／菅田眞／49
民心把握への先決要件／越智俊三／54
（廣吿）精工舎／55
（廣吿）錠剤かわもと／57
英，米，ソ，重慶の共同戰線／東日記者・齋藤武／58
（廣吿）ヒポアポ錠／61
粤漢線北段／猪野喜三郎／62
（廣吿）冨士山／67
（廣吿）ダイレクト／69
V字上海へ飛ぶ／柴野次郎／70
重慶と昆明／長江／73
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現地良識讀本（政治篇・文化篇）／（政治篇）林健志，（文化篇）中山北樓／76
三越の慰問品／79
海賊島舟山列島見聞記・鬼ヶ島漫語⑷／小谷冠櫻／80
（廣吿）純喫茶田園／83
大陸新讀本㈤／平長／84
（廣吿）百草根／87
蘇州風物誌／古島芳雄／89
近來的南京情況／尾花弘朗／94
（廣吿）毒掃丸／95
無錫／西晴雲／96
北支と中支／與志江洗穗／98
湖口にて／蕨次郎／101
（廣吿）森永キヤンデーストアー／103
摘菜／叉可三／105
支那見世物奇譚／王先生／106
上海十六座談會／108
支那の行事（九月の巻）／109
漫談・支那語辭典㈩／叉可三／110
湯屋異變（漫畫）／高木敬／111
租界の晩夏／澤田稔／113
大上海を本據とする半島出身者の輝く舞臺面／本社總局調查部／114
滬上鷄林の曉星／三河興業株式會社々長・江島命石／114
謹嚴廉直の大先輩／林盛公司社長・林承業／116
天才機械人／上海精密機械工藝社々長・孫昌植／118
社會敎化を一生の業とする／上海時報社々長・金澤秀雄／120
唯一人の總督府囑託／東和產業公司社長・南一星／122
滬上に結ぶ鷄林八道の大勢力／鷄林倶樂部・白須賀生／124
泥沼㈡／劉四明／126
（廣吿）『闘ふ海軍魂』／129
（廣吿）サロメチール／130
上海語講座（十二）／前同文書院敎授・影山巍／131
荒尾精（完）／高見洋／132
中國經濟事情／本社上海總局／140
（廣吿）ニンニクの精／143
編輯後記・奥付／144
（廣吿）亞細亞鋼業廠・久孚洋行／145
（廣吿）オリザニン／146
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第４巻第10號（1941年10月，通算37號）

［口繪］
表紙／松村天籟
（廣吿）上海時報
（廣吿）メタボリン錠
（廣吿）東亞海運
（廣吿）馬淵逸雄著『東亞の解放』
目次
（廣吿）西村皎三著『遺書』
（廣吿）構造社
（廣吿）アスタフィール
（グラフ）中秋節
（グラフ）東亞新聞記者大會開かる
（グラフ）淸郷工作はどうなつたか？
（グラフ）臺灣志願兵制度確立す
扉／坂口英一
口繪／アート・グラフ
挿繪・カット／坂口英一
［記事］
揚子江時論／馬場陽太郎／10
ABCDR包囲戰を剖く／（アメリカ）柴田實，（イギリス）坂井滿次，（重慶）岩島省造，（蘭印）
桑野裕，（ソ聯）北見一策／12
南方共榮圏とその本體／南方情勢社ゝ長・竹井十郎／22
南方資源と ABCD陣營の蠢動／鈴木謙介／26
日本を目指す太平洋攻擊據點／宮本一郎／32
（廣吿）ニンニクの精／37
戰國時代／小西于比古／38
（廣吿）ヒポアポ錠／40
重慶に躍る米人／大森淸三／41
興亞の癌・ビルマ・ルート／中西浩／44
（廣吿）アルテルモン／47
（廣吿）寺下宗孝『南方感覺』／48
上海語講座（十三）／前同文書院敎授・影山巍／49
最近の星港と華僑の動向―引揚邦人の視た―／北川徹三／50
磚茶について／55
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南方の狂燥―チャーチル英首相の對日恫喝策の実相―／菅田眞／56
（廣吿）冨士山／61
常州／西晴雲／62
浙江の文化・風物座談會／（出席者）○

マ マ

○部隊宣傳班長陸軍中尉・林專之助，杭州特務機關・井
坂舅，杭州日本人居留民會長・中澤達也，杭州臨濟寺住職・大津潤山，興亞院派遣日語敎員・小
坂佐十郎，杭州放送局・濱田恭一，同盟通信社杭州支局・岡崎國光（本社側）杭州常岡ホテル／
64
現地良識讀本（政治篇）／周覺生，西和田太郎／73
（廣吿）純喫茶田園／74
（廣吿）ライトインキ／77
廣東の印象／赤星爲光／78
廣東に使して／柳町精／81
大陸新讀本㈥／平長／84
（廣吿）精工社／87
（廣吿）揚子江社出版部／89
自警団／中村うた子／90
森永キヤンデーストアー／93
上海自然科學研究所／小宮義孝／94
（廣吿）百草根／99
大陸の母に愬ふ／米山愛紫／100
（廣吿）錠剤かわもと／103
農婦のうた（詩）／叉可三／105
魔都上海を語る會／106
漫談・支那語辭典（十一）／叉可三／108
漫畫・大陸異變／吉田貴美／109
蘇州河漫語／110
重慶ニュース／同地放送局／110
新版百人一首／111
漫才・はらてつけつ／△

ママ

助○
ママ

平／112
中國人の好み／影山巍／113
劉さんの話／中地淸／118
（廣吿）ダイレクト／123
泥沼㈢／劉四明，坂口英一畫／124
（廣吿）支那語雜誌／127
上海を舞臺とする本島出身者の輝く足跡㈠／臺灣公會會長・林世昌，美眼整容醫院長・楊樹蔭，
臺灣公會副會長・馮英樹，花井歯科醫院長・花井子明，千三百人軍夫取締・上原良吉，郭雨新，
東洋貿易公司社長・富山蓮生，華安公司・洪木火／127
中國經濟事情／本社上海總局／142
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（廣吿）双葉屋貿易公司／143
編輯後記・奥付／144
（廣吿）千代田生命／145
（廣吿）タカヂアスターゼ／146

第４巻第11號（1941年11月，通算38號）

［口繪］
表紙／室田豐四朗
（廣吿）華安公司
（廣吿）メタボリン錠
（廣吿）東亞海運株式會社
（廣吿）ニッポン紅茶
（グラフ）汪主席淸郷他區を視察す
目次
（廣吿）馬淵逸雄著『東亞の解放』揚子江社出版部
（廣吿）構造社
（廣吿）アスタフィール
（グラフ）くろがねの護りは固し
（グラフ）嚴たり帝國海軍の偉容
（グラフ）蚌埠の誇り
扉繪／坂口英一
口繪／アート・グラフ
挿繪・カット／坂口英一
［記事］
揚子江時論／馬場陽太郎／13
前線文化の挺身隊『巡囘映寫行』座談會╱（出席者）山口勲，柳田嘉映，長谷川大淸，安田信太
郎，坪井由太郎，山菅正作，林孝三，岩永實，鈴木わたる（中國人側）胡義方，戴鐵超，鄭守營，
謝國芳，陳功（本社側）本誌上海總局・北村理一／14
（廣吿）揚子江社出版部╱19
大共榮圏の陣痛／梅﨑卯之助／20
英米ソの援蔣政策とその實際／安藤新／22
華僑經濟と南洋／嚴懋德／30
モスクワ會談と援ソルート／若桑皆男／34
援蔣に浮かび出た中印公路╱38
（廣吿）ハリバ╱39
（廣吿）華北電業股份有限公司╱41

（　　）

91『揚子江』記事総目録（2）（金丸・乾）

381



立命館経済学65巻３号―四校　Ａ

無錫城外／西晴雲／42
新武漢建設への展望／奥澤一角／44
日本映畫界の覺醒せしめよ／大陸文化協會主幹・市川彩／47
サッスーン財閥の解剖（上）／長白衣／50
國府新駐日大使・徐良氏／56
上海語講座（十四）／前同文書院敎授・影山巍／57
現地良識讀本／（經濟篇）特別圓とは／ R・K生／（文化篇）武漢の文化／愛房愁／60
中國抗日大學の内幕／北村特派員／62
躍進する儲備券／中國通信支那情報部員・林健志／69
夫子廟にて／尾花弘朗 /71
支那蛙の臍／杉英一／72
こほろぎと白樂天／村松白籟／76
茶壺（チヤアフ）／南京靑年會文化部委員長・新井確正／80
自火放談／三石瑞夫／82
住みつく支那／高橋火國／83
時間／池田克己／86
近來的武漢通信／大下毅／86
岳陽樓／鈴木わたる／88
ムンテラ談義／鎌形和夫／90
白壁／叉可三／93
唐手拳銃（一）／白帮生／94
虹口食談／漫食生／94
漫談・支那語辭典（十二）／叉可三／96
詰碁・詰將棋・詰連珠新課題／97
上海質屋業座談會／98
泥沼（終）╱劉四明╱101
重慶爆擊行／中山郷夫／106
申曲談義／米澤秀夫／112
西門慶を繞る女性／林大學／117
バリーの火葬祭／石渡直嘉／120
中國經濟事情／本社上海總局／123
蘇曼珠と漢文／上海自然科學研究所員・唐簫村／126
鹽の自流井／武田漢／128
上海を舞臺とする本島出身者の輝く足跡㈠／130
遠東公司總經理・楊裕氏／130
三成洋行經營者・蔡淸棋氏／132
長順洋行・周錫堯／134
編輯後記・奥付／136
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（廣吿）日產生命╱137
（廣吿）三共株式會社╱138

第４巻第12號（1941年12月，通算39號）

［口繪］
表紙（戰艦と戎克）／坂口英一
（廣吿）華安公司
（廣吿）武田長兵衞商店
（廣吿）東亞海運株式會社
（廣吿）馬淵逸雄『東亞の解放』揚子江社出版部
目次
（廣吿）西村皎三『詩集遺書』揚子江社出版部
（廣吿）構造社
（廣吿）アスタフィール
（グラフ）タイ佛印寫眞行
（グラフ）南京の水道
口繪／アート・グラフ
挿繪・カット／坂口英一
［記事］
揚子江時論／馬場陽太郎／13
太平洋の危機と國民政府／菊池一郎／14
武器なき翼・空中輸送隊座談會╱（中華航空職員）須浦好三，後藤竹白，宇野雄風，牧角敏郎，
西谷又二郎（他出席者）武漢大陸新報記者・淺野千代彦（支局側）西川年男／18
我が南方貿易の將來／山田忍三／27
蘭領印度臨戰の内幕／守安新二郎／34
（廣吿）ダイレクト╱37
蘭印對日壓迫の現狀／久保田博／38
樞軸・反樞軸の東亞的發火點／林俊夫／43
正義の美名下・米の侵畧史／土屋賢一／48
現地良識讀本／（政治篇）現地機關の統合問題／岩倉省三／（經濟篇）重慶謀略と法幣下落／ R・
K生／52
米陸戰隊撤退後の租界／豐橋愼二／56
危殆に瀕した泰の嚴正中立／中里利一／59
中原作戰捕虜の調書／本誌南京特派員／62
大空のメモ／海軍豫備中尉内務省囑託・山内保三／67
海杭線ところぐ／神田隆／70
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揚子江の空想／大久保武／70
支那ゲリラ隊從軍記／極東通信記者・J・ベルトラン／76
春秋雜感／三石瑞夫／80
支那古代の婚姻風俗／佐久間健次郎／82
嘉興／西晴雲／86
長江に見た黑い太陽／脇本照二／88
洋車夫／蟹平／93
唐手拳銃（二）／白帮生／94
漫譚支那語字典（十三）／叉可三／94
臘八粥／支那行事／96
上海美女忘年會／97
上海語講座（十五）／前同文書院敎授・影山巍／101
戰友讃／總軍報道部陸軍中尉・鷹尾正／102
別れ里／中村うた子／108
吉岡先生は去る（一）／陳崇蓮／110
支那の湖沼／廣田俊彦／114
戎克／酒井臣三／118
支那黃土と黃河／小樽高商助敎授・横田弘之／118
上海新劇譚／升屋治三郎／122
農家から上海まで（米の足取り）／ X・Y・Z／127
津浦線の省都  蚌埠實業界の精鋭陣／本社記者・白須賀六郎／130
中國經濟事情／本社上海總局／134
編輯後記・奥付／136
（廣吿）『珠江』╱137
（廣吿）三共株式會社╱138
 （以下，続く）
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